
令
和
十
年 

秘
仏
ご
本
尊 

千
手
観
音
菩
薩 

御
開
扉  

開
山
一
千
二
百
五
十
年 

特
別
紀
念
散
華
に
つ
い
て 

 

四
天
王
と
は
、
多
聞
天
、
広
目
天
、
増
長
天
、
持
国
天
、
の
四
体
で
、
仏
法
を
悪
か
ら
守
護
し
、
伽
藍
や

地
域
を
護
る
最
強
の
守
護
神
で
す
。
ま
た
、
仏
様
だ
け
で
は
救
い
き
れ
な
い
人
々
に
ご
利
益
を
授
け
救
済

を
し
て
く
れ
る
福
徳
神
と
い
う
性
格
も
持
っ
て
い
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
、
当
山
の
四
天
王
像
は
過
去
、
何
か
の
影
響
で
二
天
を
失
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
失
わ
れ
た

「
増
長
天
・
持
国
天
の
復
興
」
及
び
、
開
山
一
千
二
百
五
十
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
「
開
祖
の
藤
原
皆
足

姫
（
ふ
じ
わ
ら
の 

み
な
た
る
ひ
め
）
像
の
造
立
」
を
発
願
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
本
尊
御
開
扉
紀
念
と
し
て
、
古

本
縁
起
絵
巻
の
御
影
を
基
に
「
本
尊 

千
手
観
音
菩
薩
の
香
合
仏
」を
制
作
し
数
量
限
定
で
授
与
致
し
ま
す
。 

制
作
は
Ｍ
Ｂ
Ｓ
毎
日
放
送
「
情
熱
大
陸
」
で
も
広
く
知
ら
れ
、
世
界
的
に
名
を
馳
せ
、
近
年
最
も
注
目
を

集
め
て
い
る
世
界
的
彫
刻
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
名
仏
師
の
加
藤
巍
山
（
か
と
う 

ぎ
ざ
ん
）
師
が
手
掛
け
ま
す
。 

散
華
は
製
作
さ
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
仏
像
を
加
藤
師
が
原
画
に
し
た
も
の
で
、
当
山
と
所
縁
の
あ
る
植
物
や

動
物
、
風
景
、
祭
事
等
を
散
り
ば
め
、
特
別
な
切
り
絵
散
華
に
仕
立
て
ま
し
た
。 

散
華
は
朱
印
帳
等
に
納
め
て
末
永
く
功
徳
を
お
授
か
り
く
だ
さ
い
。 

尚
、
頂
戴
致
し
ま
し
た
授
与
料
は
仏
像
制
作
寄
金
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

金
陵
山
西
大
寺 

合
掌 

        

加 

藤 

巍 

山
（K

ato
 G

izan

） 

 

一
九
六
八
年
、
東
京
・
本
所
両
国
に
生
ま
れ
る
。 

高
村
光
雲
よ
り
五
代
の
流
れ
を
汲
む
。 

儀
軌
に
準
拠
し
た
仏
像
を
制
作
す
る
一
方
、
日
本
の
古
典

や
歴
史
、
仏
教
や
神
話
を
題
材
と
し
た
作
品
を
制
作
。 

歴
史
や
伝
統
、
文
化
、
民
族
に
根
差
し
た
「
日
本
の
美

意
識
」 

と
「
仏
師
」
で
あ
る
こ
と
に
立
脚
し
な
が
ら 

祈
り
の
根
源
を
探
求
し
普
遍
的
な
美
を
求
む
。 

加藤巍山師制作の西大寺ご開扉事業支援寄進返礼品 

百万塔 ご本尊御影香合仏 牛玉宝珠（ごおうほうじゅ） 

秘仏ご本尊ご開扉記念事業支援はこちらから 


